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●

魚
類
に

就
て

會
員
三

重

縣
帥
範

學
校

敷

員
秋

山
逆
三

氏
よ

り

の

魚

類
の

報
告
は

左
の

如
む
。

　
　

　
一
）

δ
臼
。・

；
玄
身
〜

（
陌
附

麟
翻
蕊
鬻
鑼
難
）

體
は

骼

長
方

形
に

む

て
、

頭
部
は

幅
廣
く

腹
部
は

左
右
に

膨
起

し

且

少
し
ー

側

扁
す
鎮

部
及
び

胴
部
の

有

樣
は
ヒ

キ

ガ

ヘ

ル

に

鰭
を

附・
し

た

る

が

如

ー
見
ゆ

。

賠
長
ハ

腹
面凹
に

て
）
　一

尺

四

寸
玉

分
、

（

頭
長
四

寸
入
分

、

胴

長
亠

ハ

寸
七
分

、

尾
都
二

寸
入

分
）

體
高
三

寸
五
分

許
。

口

吻
及

額
都
は

墨

色
に
・
し

て

眼

窩
の

上

部
に

濃
黒
帶
あ

b
而・
し

て

此

黒
帯
は

眼
の

左

右

を
取

り

圍
み

更
に

延
長
6
て

眼

窩
の

下

部
に

於
て

幅
一

寸

三

分
方
至
一

寸
五

分
の
皿

蔕
を

な
し

似

て

腹
部
に

亘

れ

り

吻
長
二

寸

あ
り
。

口

膝
は

大
き

く

左
右
に

開
在

す
土

顎
骨
は

前

顎
骨
ご

共
に

頭
骨
に

固

着
す
而

6
て

顎
は

嘴

状
を
な
し

堅
硬
な

り

且

土
下
兩

顎
共
に

中

央
に

は

縫

痕
を

有
せ

す

而
し
て

頭
頂
よ
り

口

吻

を
見
る

ご

き
は

恰

も
ヒ

キ

ガ

ヘ

ル

の

頭
部
を

見
る

が

如
し
。

眼
は

頭
頂
に

近
ぐ
左
右
に

突
出・
し

眼

徑
一

寸
八

分
眼
の

上

方
に

あ

　
　

　
　

　

　

雑

　
　

線

る

骨
も
著
し

く

突
出
し

而・
し

て

額
は

凹
め

b
眼
の

聞
隔
は
四

寸
あ

゜
り
c

鼻
孔
は

眼
窩
の

下
前

面
即
ち
吻
の

背
面
に

於
て
一

對
あ
り

指
朕
の

瓣
を

有
す

。

胸

棘
は

短

濶
に・
し

て

背

曹
導
存
在
す
一

棘
（

碓
鸞
灘
慧

織
編

な）

二

＋

二

刺

あ
り
。

脊
棘
は
一

基
に
・
し

て

體
の

後

端
に

存
す
形

小
さ

く
十
五

刺
あ
b
色

は

淡
黒

色
に

し

て

基

部
の

左
右
に

濃
黒
帶
あ
り
。

腹
棘
を

缺
く
。

臀
棘
は

脊
棘
ご

相
對

す
十

五
剥
あ

与

肛

門
は

臀
辣
の

前
方
に

あ
れ

こ
も

體
の

和

後
端
に

存
す

じ

尾
棘
は

李
た

く

九
刺

よ
り

成
る

共

中
央

部
よ

b
先

端
に

亘
り

て

濃

黒
色
な

り
。

背
部
の

中
、

胸
の

前
方
に

は

不
正

四

角
形

の

濃
黒
帶
あ

り

此
帶
の

幅
廣
き
所
は
一

寸
七
分
あ

り

且
左
右
の

長
は

五

寸
あ

b
此

黒
帶
の

周
圍
は

双

白
色

を
な
せ

り

胸

鰭
前
面

の

基
部
に

は

淡
黒

色
の

斑

點

あ
り
Q

背
部
の

中
に

て

胸

鰭
の

後
方
に

は

左
冶
一

個
宛
の

橢
圓
形
を
な

せ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
二

七
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雑

　
　

録

る

濃
黒

色
の

斑

點
あ
り
、

其
周
圍

は

茨

白
色
を
な

せ

り
Q

尾
部
に

接
す
る

背

部
中
央

線
に

於
て

稍
四

角
形

を
な
せ

る

濃
黒
帶

あ
h・
て

鼓ハ
旧
川

周
剛

は

同り
し

く
串
从
向
口

色

を
な
せ
h・
O

以

上
の

四

大
斑

點
の

間
は

淡
黒
色

を
な

せ

こ

も
他

の

背

面
ば

双

臼

色
な
b
體
の

側

面
に

於
て

胸

鰭
の

前
方
に

は

長
さ

二

寸
幅

最
も

廣

き

處
一

寸
の

横
帯
あ

り
、

そ
れ

は

淡
黒
色
に

亡
て

延
長

し

て

腹
面

に

達

す
而
し
て

他
の

側

面
は

次
白

色
な
り
。

腹
面
は

口

吻
部
は

淡
黒

色
に

し
て

眼

窩

下
の

横
帶
は

少

し

て

蛙
に

來

れ
ざ

も
他
の

大
部
分

は

自

色
な

り
o

體
全

面
に

は

鱗
を

看
せ

す

而・
L

て

眼
前
部
及

隈
下

部
の

黒
帶

附

近

ご

額
の

中
央
ご

を

除
き

他
は

凡
て

棘

を

有
す…
眼

窩
上
部

及

背
面
前

牢

部
の

中
央
線

附
近
に

あ
る

惹
は

小

な
れ．
ご

も

他
の

棘
は

大
な

り

棘
は

深
く
皮

膚
中
に

埋

沒
し

之
に

植
物
の

根
の

如
ー

粗

連
る

其
外

面
に

あ

ら
は

る

≧

部

分
は

長
六

七
分
に

逹
し

角
質

白
色
に

し

て

先

端

尖
り

且
外
向

す
腹

面
の

棘
は

概
し
て

背
癒
の

者

よ
り

小
な

り

凡

て

棘
は

其
基

部
に

小

黒
液
を

有・
し

且

可
動
な
り

體
全

面
の

列
を

頭

よ
り

尾
部
に

向
て

數
ふ

る

ざ

き
は

背
腹
各

凡
二

＋

数
冽
あ
る

べ

’
し
o

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　ド

　
ユ
モ

ィ
　

ト
ォ　
　

　

　
　

ヨ
ヌ
けロ　

く
ト

ヨ
ぜ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
皿

’

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
蹴

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
二

八

　

　
　
　

　
　
　
　
町

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
゜

°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

尾
部
の

上
部

側

面
に

は
左

右
二

對
の

硬
固

不
動
の

棘
あ

わ

而・
し

て

　

　
　

　
曲

尾
部
の

末

端
・

誓
一

對

塘
芽
他
・

翻
暮
鰭
・

誓

　
　

者
は

波
膚
中
に

理

沒
す
Q

又
尾
部
の

下

面
に

し

て

且

臀
鰭
の

上

方

　

　

　

　
脱

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
琵

に

於

て

左
右
二

對
の

硬

固
な

る

棘
あ

れ

ざ

も
こ

は

全

く

皮
膚
面
に

　

　
　

　
，

あ

ら
は

れ

す
。

備

　
考

　

本
校
生

徒
志
縻

郡

答
志

村

出
身
林

兵
次
郎

な
る

も
の

此
標
品

を

　

見
て

談
す
小・
に

左．
の

語
あ

り
Q

　
「

時
々

絅
に

か

墨

り

又

饕
女
の

取
り

家
る

こ

ご

あ

り
、

時
期
は

六

　

七
月
頃
よ

り

九
月．
頃

迄
體
中
の

肉
を

悉
く

除
き

去
り

此

中
に

　
「

ス

リ

ヌ

カ
」

を

入
れ

天

日

に

乾
か

し
之
を

提
燈
こ

な

す
ご

方

言

　

針
フ

グ

η
ハ

提

燈
フ

グ

こ

い

ふ
L

ご
o

岱
秋

山
氏
は
本

魚

類
前
面
圃
及
側

面
圃
の

寫

具
を
寄

聡
せ

ら

れ

た

り
o

此
の

魚
は
U
δ
幽

o冖〕

ぎ
ダ
9
二

誉
げ

磊

に

て

Q 。

図

8
藷
B

は

頗
る

多
き
も

U°

ξ
讐
三
渚

も
シ

ノ

ニ

ム

の
一

な

り

氏
が

記

載
は

明

了
に

し
て

中
々

詳
し

き

も

不
必
要
の

處
も

あ

り
、

誤
れ

る

處
も
あ

り
、

是

れ

は

近
日

當
誌
に

連

載
す
べ

き
魚
類

矧
説

中
に

記
入

す
べ

し
、

以

後
御

問
合
せ

の

節
は

實
物
を

邊
ら
れ

た・
し

、

徇

圃
説

を
娼
す
に

就
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て

は

所
々

よ

り

の

標
本

を

要
す
る

事
多
く
、

又

成
る

べ

く

寄
膾
せ

ら
れ

た
る

者

よ
b
早
く
記

逋
し
行

く
積
り
な

れ

ば
御

問
合
わ

せ

の

節
は

同
種

を
二

個

以
上

集
め

其
一

牛
に

鱗

箋
、

方
言

、

探
集

鳩
所

を

記
し

て

寄

途
せ

ら
れ

た・
し

、

此
の

魚
は

九
州
長

崎
相

州
三

崎

等
に

て

探

集
せ

ら
る
ζ

故
日

本
浩

岸
所
々

に

癨
す’
る

聴
ご

如
る

べ

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

旧

中
）

●

播
磨
産
蛇
類
に

就
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

大

　
ヒ

　
宇
　
一

蛇

類
は
五
凵

人

の

好

ま
ざ
る

動
物
な

れ

ば

雜
誌

上

に

も

其

記

載
甚

だ

少
な

し

木

年
は

巳
の

年
な
れ

ば

紀

念
ご

乙
て

日

本
席
蛇

顛
の

解
説

を

波
江
氏

等
に

願

度
候

播
磨
産
は

確
な
る

者
六

種
ご

思
ふ

其
他
に

小
生

未
知
の

種
も

在
な

る

べ

・
し

　
マ

ム

シ

　
ァ

ヲ

タ

イ

シ

ヤ

ゥ

シ

マ

ヘ

ピ

　
ク

ロ

ク

チ

ナ

ワ

の

四

腫
は

實
檢
し

た
る

も

他
の

二

種

は

標

本
に

接
せ

す
然
れ

ご
も

居
る

こ

ご

は

確
か

に

て

徃
舟

見
る

所

な
り
。

（

一
）

右
四

種

中
ク

・

ク

ヂ

ナ

ワ
一

名
ヵ

ラ

ス

ク

チ

ナ

フ

ご

云
ふ

は

　

恐
く

烏
蛇
な

る

ぺ

し

大
和

本
草
に

黒

蛇
は

又
ウ

シ

ク

チ

ナ

ワ

ご

　

あ

り

訓

蒙
圖

彙
烏
蛇
（

カ

ラ

ス

ク

チ

ナ

ハ

）

物
品
識

名
に

カ

ラ

ス

　

　

　

　

　

　

雑

　
　
　

鎌

、

卩
く

」
阯
ト

ヒ
ト」
ひ

ピ

「

ク

チ

ナ

ハ

風

稍
蛇
ご

あ

り

然

れ
ざ

も

波
江

氏
目

録
に

絡
に

此
扣

名
を

見
當
ら
ざ

る

の

み

な
ら

す

此
度
研

究
す
る

に

恐

く
氏
の

目

録
に

な
き
者

の

如
ぐ

考
へ

ら
る

故
に

蛇
脱

を

途
て

考
定

を
願

ふ

所
な
リ

ム
ー

左
に

三

四

個
の

老

幼
標

本
に

見
る

所
を
記

さ

ば

極

幼

巻

　
一

幼

者

　
　
二

戒

長
遇

　
三

邊

附
の

腕
四

體

　
鱗

十

　
九

十

　
九

十

　
九

卜
　
九

腹

　
鱗

一
五
二

一
．

五．
五

一
五

九
、

一
、

五

六

器全 凡 凡
尾

瓢 1鱗

　　　
九
寺體

寸 尺
　 　 　 　 五
　 　 　 　 　 長
計尺 設 寸 分

白白首 な首
斑 斑 に しの

微 あ構 外

な り白 　に

り　斑 ttL

　 體 向
　 に 　斑

右
の

鱗
数
よ

り

考
ふ

る

ざ

披
江

氏
記

載
の
ヒ

バ

ヵ

り

に

相
近・
し

然
れ
ご

も

是
れ
ヒ

バ

カ

リ

ご

も

斷
定
し
が

た

し

ヒ

バ

カ

リ

は

毒
蛇
の

如

く
俗

に

云
ひ

叉

大
和

本
草
に

も

俗
説
を

引
て

此
く
云

へ

b
將
し

て

此
者
が
ヒ

バ

カ

リ

な
b
や

如

何
。

今
シ

マ

ヘ

ピ

ア

ヲ

ダ

イ

シ

ヤ

ウ

等
に

比
す
る

に

彼
は

顳
顳
鱗

二

對
あ
れ
、

ε

も

是
は
一

對
な
る

に

め
り

而
し

て

後
眼
鱗
は

明

に

三

對
あ

り
Q

成
長

者

は
背
黒
く
腹

臼・
し

や
莖

若
き

者
は

や

よ

自
斑
あ
b
一

尺

よ
り
一

尺
五

寸
位
の

者
は

白
斑

あ
り

腹
鱗
の

兩

側
に

黒

小
の

圓

．

點
あ

b
（

前
部
に
）

前
記
一

號
の

如
き

幼
者
は

黒

褐
色
に
・
し

て

縱

に

淡

黄
褐
色
の

斑
點
あ

り

此
斑
は

五

鱗
な
る

が

如
・
し

腹
鱗
の

黒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

九
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